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書評及び紹介
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——

ド
イ
ツ
的
綽
營
舉
の
坐
成
と
發
展

は

し

.
が

き

.

戰
後
十
年
間
に
お
け
る
西
獨
の
目
覺
し
い
經
濟
復
興
の
過
程
に
っ
い
て
は
、
 

今
日
旣
に
わ
が
國
で
も
、
內
外
の
文
献
を
通
じ
て
廣
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ 

と
に一

九
四
八
年
の
通
貨
改
革
を「

起i

力」

と
し
て
、
順
調
な
再
建
の
軌
道 

に
乘
り
入
れ
た
こ
と
に
關
し
て
も
、
衆
目
の
一
致
す
る
所
と
見
ら
れ
る
。

0

E

E

0の
昨
年
度
西
獨
經
濟
規
勢
報
街
は
、
そ
の
胃
頭
に
こ
.

の̂

51
]

に
お 

け

經

濟

の

復

興

狀

況

に

っ

い

て

、
次
の
如
き
疆
り
ょ
き
槪
瞥
を
與
え
て 

い
る
。
 

•

「

M

の
經
濟
復
興
は
、
多
く
の
メ
ム
バ
ー
諸
國
に
お
け
る
ょ
り
も
運
れ 

て
、
且
っ
低
い
水
準
か
ら
出
發
し
た
。
し
か
し
一
九
四
八
年
の
通
貨
改
苹
以 

降
、
そ
の
囘
復
は
極
め
て
念
連
で
ぁ
り
、
ま
た
人
口
の
激
增
を
伴
っ
た
。
現
在 

そ
の
人
口
ば
戰
前
に
比
し
て
；ニ
五
％
增
で
あ
り
、
そ
れ
は
主
と
し
て
東
部
か
ら 

の
移
民
に
某
づ
く
。
.

M
の
防
衞
費
負
擔
は
、
他
の
メ
ム
バ
ー
諸
國
の
そ
れ
と 

は
性
質
を
異
に
し
、
か
く
て
そ
の
經
濟
は
M

に
特
有
の
線
に
沿
つ
て
進
展
し 

て
き
た
。
' 

,

:
西
獨
鐵
钢
業
の
復
興
過
程

.

•

一
九
五
一一

年
の
下
华
期
以
降
西
獨
に
お
け
る
經
濟
的
膨
脹
は
、
何
等
の
ィ
ン 

フ
レ
的
影
響
な
し
に
非
常
な
急
速
度
で
進
展
し
て
き
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
西
獨 

の
金
融
情
勢
は
人
口
の
增
大
に
も
拘
ら
ず
强
化
さ
れ
、
國
際
收
支
は
的
な 

餘
曝
を
擧
げ
、
ま
た
メ
ム
バ
ー
諸
國
か
ら
の
民
®

入
は
大
幅
に
自
由
化
さ
れ 

た
。
こ
の
樣
な
發
展
に
鑑
み
て
、
0
^
1
^
0
の
第
五
次
年
次
報
传
書
は
將
來
に 

づ
い
て
の
樂
觀
諭
を
掲
げ
て
い
る
。
.

.
し
か
し
こ
の
同
じ
報
货
書
は
、
な
お
克
服
を
要
す
る
次
の
諸
困
難
に
つ
い
て 

の
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
困
難
と
は
、
卽

ち

社

會

と

り 

わ
け
難
民
0

を
含
み
、
ま
た
現
在
な
お
狹
隘
す
ぎ
る
資
本
市
場
や
高
す
ぎ
る 

利
子
率
に
關
す
る
金
融
技
術
上
の
i

、
特
別
の
投
資
努
力
が
な
お
要
泶
さ
れ 

る
基
礎
產
業
に
お
け
る
低
位
の
生
產
性
の
0

並
び
1
^
^
{
1
^

地
域
と
の
間
の 

西
獨
の
極
端
な
債
權
者
的
地
位
の
是
正
の
等
で
あ
る

.。

」
.

報
赀
書
自
體
は
、
な
お
こ
の
最
後
の
問
題
を
重
要
視
し
て
、
そ
の
詳
細
な
檢 

討
に
移
る
わ
け
で
あ
る
が
、
多
少
長
す
ぎ
る
と
も
見
ら
れ
る
前
掲
の
引
用
は
、
 

誠
に
ょ
く
西
獨
經
濟
の
復
興
過
程
に
お
け
る
主
要
な
®

點
を
摘
出
し
て
い
る 

も
の
と
一K

え
ょ
ぅ
。

\
 

1
(

九
〇
五)



三
田
學
會
雜
誌

.第
四
十
八
卷
第
十
'ニ號

そ
し
て
前
述
の
如
く
、

「

通
貨
改
革」

を
以
て
、
再
建
へ
の
起
動
力
と
解
す 

る
な
ら
ば
、
同
じ
時
期
に
始
ま
つ
た
.マ
I
、ゾ
ャ
ル
援
助
は
、
そ
の
後
の
經
過
に 

お
け
る
推
進
力
と
評
償
し
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。

.

こ
れ
ら
一
一
條
件
を
い
わ
ば
前
提
と
し
て
、
.
そ
の
後
の
顯
著
な
經
濟
復
興
が
導 

か
れ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
ぞ
の
根
據
に
つ
い
て
も
、
今
日
旣
に
種
々
の
角
度
か 

ら
考
案
さ
れ
て
い
る
。
筆
渚
も
亦
、
こ
の
點
に
關
一
し
と
く
に
わ
が
國
經
濟
の
復 

興
と
比
較
し
て
、
次
の
四
點
を
槪
括
的
に
列
I
し
た
。

B
.
ルー

ル
工
業
地
帶
の
温
存

㈡

技
術
的
水
準
の
優
位

闫

通

貨

改

承

後

の

經

濟

政

策

の

一

貫

性

.

H

西
獨
國
民
の
勤
勉
性

し
た
が
つ
て
復
興
の
實
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
ょ
ぅ
な㈣
矶 

な
範
園
に
亙
つ
て
の
考
察
を
必
要
と
す
る
わ
け
で
あ
る
が
、
玆
で
は
と
く
に
㈠ 

の
®

を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
と
の
關
連
に
お
い
て
、
就
#
西
獨
經
濟
復
興
の
中 

軸
を
な
し
た
と
解
さ
れ
る
鐵
鋼
業
の
復
興
過
程
に

つ

い

て

の
分
析
を
進
め
て
見 

た
い
。
蓋
し
西
獨
鐵
鋼
業
は
依
然
と
し
て
西
獨
の
代
表
的
產
業
の一

つ
と
し 

て
、
そ
の
經
濟
の
支
柱
を
な
す
に
止
ま
ら
ず
、
西
歐
防
衞
體
制
や「
歐
洲
石
炭
. 

鐵
鋼
共
同
體」

(

モ
ン
タ
ン
•
ユ
二
オ
ン〕

の一

環
と
し
て
、
頗
る
重
要
な
國
際 

的
意
義
を
も
有
す
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

C

独 
一)

Fiin

HlJ
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F
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丨IN
S
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U
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 fiir wirtschafts- 

forschuug. 

I
. s. 

S
2
.

邦

譯「

西
獨
經
濟
の
再
建
過
程」

六
六 

頁
。

ニ 

(

九
〇
六)

S
 
ニ)

0
E
E
P 

e
c
o
n
o
m
i
c
o
o
&
i
t
i
o
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the fede
r
a
l 

r
e
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G
e
r
m
a
n
y
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w
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註

三)

ゴ

ー

田

新

聞

セ

五

i
。

一
、
地
域
的
分
割
■の
影
響

上
述
の
限
り
で
は
、
西
獨
は
經
濟
復
興
の
諸
條
件
に
惠
ま
れ
て
い
た
か
の
感 

を
與
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
事
實
は
戰
災
、
敗
戰
、
分
割
統
治
、
施
設 

撤
安
、
賠
償
指
定
、
財
閥
解
體
、生
產
の
禁
止
•制
限
等
々
の
一
通
の
悪
條
件
に 

よ
っ
て
、
戰
後
少
く
と
も
通
貨
‘改
革
に
い
た
る
'ま
で
の
間
は
激
し
い
混
亂
期
を 

.經
驗
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
®

人
は
こ
の
期
間
を「

飢
餓
時
代」

S
u
n

丨
 

g
e
r
j
a
h
r
e
)

と
呼
ぶ
が
、
分
割
に
よ
る
國
土
の
狹
小
化
に
加
え
て
、
東
部
か
ら 

の
滔
々
た
る
難
民
の
P
入
は
食
■
皿
迫
の
激
化
を
導
い
た
。
か
く
て
闇
市
場
の 

成
立
、
闇
商
人
の
横
行
を
招
い
た
こ
と
は
、わ
が
國
と
同
樣
で
あ
っ
た
。寧
ろ
闳 

窮
の
狀
態
は
、
わ
が
國
以
上
で
.あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
期
間
に 

後
年
の
復
興
に
尙
っ
て
®
獨
國
民
の
意
愁
を
願
る
も
の
が
あ
っ
た
と
す
る
な
ら 

ば
、
そ
れ
は
一
に
懸
っ
て
前
大
戰
後
の
苦
し
い
體
驗
の
賜
で
あ
っ
た
。
卽
ち
ま 

ず
敗
戰
に
處
し
て
の
心
構
え
が
、
例
え
ば
日
本
人
の
場
合
と
は
異
っ
て
お
っ
た 

と
見
ら
れ
る
し
、
ま
た
戰
後
數
年
の
耐
乏
の
後
に
は
必
ず
稗
建
し
ぅ
る
と
の
自 

信
も
强
か
っ
た
如
く
で
あ
る
。
_加
え
て
國
內
政
治
經
濟
の
安
定
化
と
湛
ま
れ
た 

國
際
環
境
に
よ
っ
て 

'忱
較
的
順
調
な
興
復
過
程
を
迎
え
る
に
い
た
っ
た
と
解 

さ
れ
る
。

、だ
が
.前
述
の
諸
惡
條
件
が
、
こ
の
復
興
を
阻
碧
す
る
上
に
深
大
な
影
響
を
與 

え
た
こ
と
を
度
外
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
本
稿
が
直
接
の
對
象
と
す
る「

鐵
鋼 

業
の
復
興
渦
程」

に
っ
ぃ
て
も
、
.そ
れ
ら
は
多
大
な
阻
止
的
作
用
を
及
ぽ
し
た

と

見

ら

れ

る

。 

.

西
獨
の
全
產
業
、
と
い
ぅ
ょ
り
は
寧
ろ
經
濟
全
般
に
亙
っ
て
最
も
深
刻
な
且 

っ
菡
本
的
な
影
響
を
興
え
た
の
は
' 
い
ぅ
ま
で
も
な
く
國
土
の
分
割
で
あ
っ 

た
。
周
知
の
如
く
ォ
I
デ
ル

.
ナ
ィ
.セ
河
以
東
の
地
域
は
主
と
し
て
ポ
I
ラ
ン 

ド

(

一
部
は
ソ
連
領)

に
編
入
さ
れ
、
殘
餘
の
地
域
が
當
朝
は
米
.
英

•
傲

. 

ソ
の
四
占
領
地
區
に
、
そ
し
て
後
に
前
三
渚
の
統
合
に
ょ
っ
て
い
わ
ゆ
る
西
獨 

と
i
 (

厳
密
に
は
中
獨
乃
至
は
ソ
連
占
領
地
區

)

に
二
分
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
地
域
的
分
割
の
經
濟
的
結
果
は
、
主
と
し
て
農
業
地
帶
で
あ
る
ォ
ー
デ 

ル

.
ナ
ィ
セ
河
以
東
の
東
部
領
域
の
離
脫
、
そ
し
て
農
業
地
帶
で
あ
り
且
っ
鐵 

維
工
業
、
光
學
工
業
等
を
中
心
に
金
と
し
て
輕
工
業
地
帶
で
あ
る
中
獨
'
 (

以
下 

.ソ
連
占
領
地
區
を
指
す)

と
鐵
銅
業
、
炭
鑛
業
、
機
械
製
造
工
業
等
を
中
心
と
.
 

す
る
重
工
業
地
帶
と
し
て
の
西
獨
と
の
分
離
で
あ
つ
た
。

そ
れ
は
と
り
も
直
さ
ず
ド
イ
ツ
經
濟
全
體
と
し
て
の
有
機
的
統
一
の
分
裂
を
'

意
味
し
た
。
そ
し
て
現
在
の
西
獨
が
す
ぐ
れ
て
工
業
地
帶
で
あ
る
と
い
う
點
か 

ら
、
工
業
生
產
能
力
の
面
か
ら
見
る
限
り
、
地
域
的
分
割
の
影
響
は
、
さ
程
大 

き
く
な
か
っ
た
と
も
見
ら
れ
る
。
ミ
ュ
ン
へ
ン
經
濟
硏
双
^
の
調
，迤
に
よ
れ 

ば
、
西
獨
に
残
存
し
た
鑛
工
業
の
分
野
は
、

一
九
三
六
年
に
お
け
.る
全
販
賣
額 

の
六 
一
％
、
轍
出
額
の
六
七
％
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
次
表
に
示
す
如
く
、
そ 

れ
は
原
料
並
び
に
生
產
財
產
業
に
お
い
て
六
六
％
、
役
資
財
產
業
.L

い
て
六 

一
%
、
.消
費
財
産
業
に
お
い
て
五
三
％
、
全
平
均
六1

%
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
西
獨
に
.と
つ
て
、
®

は
工
業
生
產
能
力SI

體
よ
り
も
、
寧
ろ 

食
糧
不
足
、H

業
原
料
の
不
足
、
さ
ら
に
鐵
の
ヵ
ー
テ
ン
に
よ
っ
て
1

、
東 

歐
と
遮
斷
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
市
場
の
狹
隘
化
を
め
ぐ
っ
て
の
困
難
が
一
曆
大 

で
あ
つ
た
と
肯
か
れ
る
。

鐵
鋼
業
に
關
し
て
は
、
上
表
の
示
す
如
く
そ
の
七
七
％
が
西
獨
に
殘
存
し
、
 

他
の
工
業
部
門
に
比
較
し
て
、
影
響
の
最
も
輕
微
な
部
類
に
馬
す
る
。
同
じ
研 

究
所
の
別
の
資
料
で
は
、
こ
の
數
字
は
七
九
％
で
あ
り
、
 

さ
ら
に
從
業
員
數(

一
九
三
六
牟

)

並
び
に
經
營
數(

一.
 

九
三
九
ハ
ヰ)

の
比
率
か
ら
い
う
と
、
夫
々
八
〇
％
及
び
八 

七
％
に
當
る
も
の
が
殘
存
し
た
。
こ
と
に
一
九
三
八
年
の 

種
目
別
生
產
高
か
ら
見
る
と
、
.銑
鐵
八
四
％
、
粗
鋼
七
九 

%
、
壓
延
鋼
製
品
七
六
％
の
比
率
が
示
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
地
域
別
の
比
率
は
次
頁
表
の
如
く
で
あ
る
。

同
表
に
よ
る
と
オ
ー
デ
ル
•
ナ
ィ
セ
河
以
東
、
ソ
迎

rK 

i

區
及
ぴ
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
失
わ
れ
た
も
の
は
、
腋 

賣
額
及
び
從
業
員
數
に
っ
い
て
、
大
體
、
金
體
の
ー
〇
％ 

程
度
と
い
う
こ
と
が
判
り
、
こ
れ
に
匹
敵
す
る
だ
け
の
も

三

■(

九
〇
七)

る

殘存した_ェ業の比重

;年當時の狀況によ

西獨に

CX93(
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3

料及生產財產業••… 
鑛業(石韵採取を除

鋳造，
柴 … ,

製鐵•製銅 •
非鐵金屬エ 

精油工業(石油採取を含む:
J-i............   • •..

/j ĵ . • • • • * • * • • • • • • •

ゴ ム .石 綿 ….....

61

陶

紙.
材 加 ェ ， 

財 產 業 … • 

械 製 造 ， 

輛 製 造 • 

鋼 • 金属製品， 

鋼建築 . • 造船， 

氣 ェ 業 • 

密機械.レン 

：財 產 業 …，

ラ ス < 器， 

品• 
印刷， 

業.

製

苹 ェ

製 

木 

投資  

機 

-取 
鐵每 

鐵H 
電 

精每 

消費
ガ

木

紙 !
皮

織 維 エ 業. 
鏠 製 •品 ェ 業.

全 產 業

西

獨

鐵

銅

業

の

復

興

過

程



西獨鐵鋼業t 對する地域分割の意義

領 域 販 賣 額 從業員數 經 營 數
生 庳 高 （1938)

(1936) (1936) (1939) 规 鐵 粗 鋼
腿延鋼 
製 品

1 0 0 分 比

舊ドィ ッ帝國 100 100 100 100 100 100

米 地 區 4 4 8 ——
---- • ■

佛 地 區 4 4 ‘ 4 ■― .
---- — ■

• 英 地 區 71 72 75 ― ―

西 獨 小 針 79 80 87 84 79 76

ぺ ル 1 ノ (東西） 1 1 2 ― ― - ―

ソ 連 地 區 6 6 6 1 7 8

四 占 領 區 合 計 86 87 95 85 86 84

ザ ー ル 地 域 11 10 2 13 11 12
才一デノレ

. 以 東
ナ

の

イセ河 
地 域

3 3 3 2 3 4

三
田
學
會
雜
誌
.
第
四
十
八
卷
第
十
二
號

四

(

九
〇
八)

の
が
、
さ
ら
に
ザ
ー
ル
地
方
の
分
離
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
い
る
。
殊
に
秫
目
別 

生
產
高
に
っ
い
て
の
ザ
丨
ル
地
方
の
銑
鐵
ー
三
％
、
粗
銅
一
一
％
、
.壓
延
鍋
製 

品
一
ニ
％
と
い
う
數
字
は
、
規
在
獨

•
佛
間
で
係
爭
中
の
ザ
ー
ル
®

の
重
耍 

性
を
裏
書
き
す
る
に
足
り
る
材
料
と
い
え
よ
う
。

.
だ
が
西
獨
の
鐵
鐲
業
に
と
っ
て
も
、
當
勒
f

注
目
を
要
し
た
の
は
販
路
問 

題
、
換
言
す
れ
ば
嘗
て
の
最
大
の
顧
客
で
あ
っ
た
東•

中
獨
市
場
の
分
離
と
い 

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
職
爭
直
後
の
期
間
に
お
い
て
は
、
西
獨
鐵
鋼
業
の 

生
產
が
低
位
に
あ
り
、
國
內
需
要
を
さ
え
充
た
す
に
至
ら
ず
、
そ
の
後
生
產
高 

の
上
昇
と
共
に
、
例
え
ばI

九
五
◦
年
初
期
に
多
少
供
給
過
剩
と
な
っ
た
こ
と 

.も
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は
國
內
加
エ
稱
費
の
增
大
に
よ
っ
て
、
大
體
需
要
が
上 

廻
る
狀
態
に
あ
り
、
販
賣
市
場
と
七
て
の
東•

中
獨
の
晚
落
は
、
殆
ん
ど
影
響 

を
與
え
て
い
な
い
と
見
て
よ
い
。、

か
く
て
西
獨
鐵
銅
業
に
對
す
る
地
域
的
分
割
の
影
響
は
比
較
的
輕
い
も
の
と 

評
憤
さ
れ
、
よ
り
直
接
的
な
影
■
は
、
戰
災
や
と
く
に
戰
後
の
施
設
撤
去
、
生 

產
制
限

.
禁
止
、
財
閥
解
體
等
の
揹
匮
に
よ
っ
て
興
え
ら
れ
た
と
解
し
て
差
支 

.ぇ
な
ぃ
。
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一
一
、
戰
災
と
施
設
撤
去
に
よ
る
被
害

先
ず
戰
災
に
っ
い
て
は
、
注
目
に
値
す
る
こ
と
は
西
獨
の
鐵
鋼
業
が
戰
帮
に 

よ
る
直
接
的
被
害
を
比
較
的
蒙
つ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
が
鐵
鋼 

業
の
集
中
し
て
い
る
ルー

ル
工
業
地
帶
全
般
に
つ
い
て
沄
え
る
の
み
な
ら
ず
、

さ
ら
に
は
ド
イ
ツ
の
全
工
業
施
設
に
つ
い
.て
.も
當
嵌
る
。
ド
イ
ツ
側
の
調
莶
に 

よ
れ
ば
、
戰
災
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
西
獨
地
域
内
の
工
業
生
產
能
力
は
、
全
體 

の
約 
一
ニ
％
に
止
I
づ
た
。
こ
の
被
害
率
は
意
外
に
少
い
と
見
ら
れ
る
か
も
知 

れ
.な
い
。
し
か
し
こ
の
點
に
つ
い
.て
は
、
戰
审
の
後
半
期
ド
イ
ツ
の
敗
色
が
濃 

く
な
っ
て
か
ら
は
、
速
合
國
軍
の
主
要
な
爆
擊
目
標
が
、
工
業
施
設
自
體
よ
り 

も
寧
ろ
轍
送
網
の
遮
斷
と
、
と
り
わ
け
鍊
後
の
民
心
攬
亂
を
狙
っ
た
都
市
爆
擊 

.に
移
り
、H

業
施
設
そ
の
も
の
は
戰
後
の
賠
償
取
立
目
的
の
た
め
に
却
っ
て
溫 

存
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
解
釋
で
き
る
。
事
實
、
後
述
す
る
如
く
、
戰

後

.
 

に
お
け
る
施
設
の
撤
去
は
か
な
り
芾
酷
に
行
わ
れ
、
そ
の
損
害
率
は
全
體
の
八 

%
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

•
と
は
い
え
级
論
鐵
鋼
業
が
戰
災
を
全
く
免
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
昨
卷
筆
渚

. 

が
ル
ー
ル
工
業
地
帶
を
視
察
し
て
廻
っ
た
時
の
見
聞
か
ら
い
っ
て
も
；
嘗
て
か 

ら
著
名
な
製
鐵
所
は
狙
い
打
ち
的
に
相
當
の
爆
擊
の
被
害
を
受
け
て
，
 

いた
。

一
 

例
を
擧
げ
れ
ば
デ
ュ
ー
ス
ブ
ル
ヒ
~
ハ
ム
ボ
ル
ン
の
舊
合
同
製
鐫
系
の
ア
ゥ
グ 

ス
ト

•
テ
ィ
ッ
セ
ン
製
鐵
所
で
は
、
爆
擊
の
被
害
率
は
全
施
設
の
四
〇
丨
五
〇

.
 

%
に
及
ん
だ
と
聞
い
た
。
製
鐵
所
側
の
.說
明
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
ル
I
ル
工
業 

地
帶
で
も
最
大
の
被
害
で
あ
り
、
し
か
も
^
^
の
施
設
撤
去
に
よ
っ
て
全
體
の 

八
〇
％
が
持
ち
去
ら
れ
た
と
し
て
、
こ
の
方
を
恨
む
こ
と
が
®
だ
し
か
つ
た
。
 

し
か
も
近
く
の
地
域
に
は
、
殆
ん
ど
無
研
の
諸
工
場
が
い
く
ら
で
も
存
在
し
て 

操
業
を
再
開
し
て
お
り
、
前
記
の 
一
ニ
％
と
い
ぅ
數
字
が
誤
り
で
な
い
と
の
印 

象
を
深
め
た
。

そ
こ
で
鐵
銅
業
に
對
す
る
打
擊
は
、
寧
ろ
戰
後
の
施
設
撤
去
に
よ
っ
て
齎
ら 

さ
れ
た
。

ポ
ツ
ダ
ム
協
定
に
よ
れ
ば「

許
对
さ
れ
る
ェ
業
に
と
っ
て
’餘
剩
の
生
產
能
カ 

西
獨
鐵
銅
業
の
復
興
過
程
‘

は
、
連
合
國
賠
償
委
員
會
に
よ
っ
.て
勸
齿
さ
れ
た
賠
償
計
翳
に
當
て
ら
れ
る
も 

の
と
し
、
且
っ
そ
れ
が
撤
去
さ
る
べ
き
か
、
.或
は
撤
去
し
え
な
い
場
合
に
破
壊 

さ
る
べ
'き
か
は
、
參
加
諸
政
府
に
よ
つ
て
裁
定
さ
る
べ
き」

と
決
め
ら
れ
た
。
 

こ
れ
に
基
い
て
、

1ん
四
六
年
三
月
の
速
合
國
管
理
委
員
會
の
エ
業
計
靈
に
よ 

る
と
、.
施
設
撤
去
は
次
の

一一

一
項
の
目
的
に
役
立
っ
ベ
き
も
の
と
さ
。

㈠

ド
イ
ツ
の
戰
举
潜
在
力
の
否
定
と
工
業
的
非
軍
事
化
。

㈡

賠
償
の
支
柳。 

•

羚

ド
イ
ツ
の
生
活
水
準
の
ヨ
I 
ロ
ッ
パ
諸
國(

イ
ギ
リ
ス
及
び
ソ
連
邦
を 

除
く)

の
平
均
的
水
準
へ
の
引
下
げ
。

こ
の
よ
ぅ
な
規
準
か
ら
、
.廣
汎
な
範
圍
に
亙
る
施
設
撤
去
が
決
め
ら
れ
、
當 

然
そ
れ
は
鐵"1

業
に
對
し
て
も
深
刻
な
影
響
を
與
え
た
。
卽
ち
鐵
銷
生
產
能
力 

.の
三
〇
丄
ー
一
五
％
程
度
の
切
下
げ
が
決
定
さ
れ
、
し
か
も
大
體
こ
の
比
率
近
く 

ま
で
數
年
を
か
け
て
實
行
さ
^
た
。•

西
獨
鐵
鋼
業
に
對
す
る
そ
の
打
撃
は
、
單
に
こ
の
比
率
の
i

に
止
ま
ら 

ず
、
西
獨
の
み
な
ら
ず
西
ヨ
ー
口
ッ
パ
で
の
高
拽
能H

場
と
目
さ
れ
る
も
の
が 

撤
去
の
對
象
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
層
^
だ
し
か
っ
た
如
く
で
あ
る
。
 

例
え
ば
前
述
の
ア
ウ
グ
ス
ト
•
.テ
ィ
ッ
セ
ン
製
鐵
所
を
は
じ
め
と
し
て
、
デ
ィ 

ン
ス
ラー

ケ
ン
の
壓
延
銅
工
場
の
ド
イ
ツ
唯
一
の
一
貫
的
壓
延
施
設
や
ミ
ユ
ー 

ル
.ハ
イ
ム
の
ド
イ
ツ
鋼
管
會
社
の
最
大
の
壓
延
施
設
の
如
き
で
あ
る
。
そ
の
他 

鍛
鐵
機
械
や
電
氣
製
鋼
施
設
の
撤
崁
も
大
幅
に
行
わ
れ
た
。

元
来
、
連
合
國
侧
の
ル—

ル
工
業
地
帶
に
對
す
る
施
設
撤
去•

產
業
解
體
の 

根
本
方
針
は
、
こ
の
地
帶
の
エ
業
に
特
有
な
合
成
的
體
系
の
分
解
、
就
中
石
炭 

と
鐵
鋼
の
分
離
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
，し
か
も
戰
後
の
西
獨
並
ぴ
に
西
ヨ
丨 

ロ
ッ
パ
諸
國
に
と
つ
て
緊
急
に
必
要
と
さ
れ
た
石
炭
に
駙
し
て
は
、
こ
れ
を
第

\
; 

•

.
，五

(

九
〇
九)

.
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一
一
次
的
な
、
間
接
的
な
施
設
撤
去
の
對
象
と
し
、
こ
と
に
採
'^
施
設
そ
.の
も
め 

ょ
り
も
、
寧
ろ
鑛
山
施
設
や

n

1
ク
ス
據
施
設
の
供
給
工
場
の
撤
去
に
重
點
が 

置
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
對
じ
て
鐵i
未
は
、
化
學H

業
及
び
金
爝
加
エ
工
業 

と
共
に
、.第r

次
的
な
直
接
的
な
施
設
撤
安
の
目
標
と
さ
れ
、
し
か
も
ド
ィ
ッ 

が
最
も
誇
り
と
し
た
高
性
能
の
電
氣
製
鐵
施
設
や
壓
延
施
設
に
っ
い
て
最
も
嚴 

格
で
あ
っ
た
と
解
さ

i
f
t

壓
延
部
門
に
お
け
る
撤
去
の
被
害
率
は
、
次
の
如 

く
で
あ
っ
た
。
趣
銅
四
〇
％
、
棒
鋼
ニ
〇
％
、
厚
及
び
中
銅
板
五
七

%•
、
薄
銅 

板1

三
％
、
帶

銅
S

©
五
五
％
一
 

繼
目
無
#]
管
四 
一
％

、
.
細

型

锻

鐵

材

五 

〇

％

、.壓
延
線
材
六0

%

等
で
あ
る
。

し
か
し
施
設
の
撤
去
は
、
必
ず
し
も
す
べ
て
目
標
通
り
行
わ
れ
た
わ
け
で
は 

な
い
。
西
獨
侧
か
ら
の
抗
議
に
加
え
て
、
連
合
國
侧
に
お
い
て
も
、
と
く
に
ア 

メ
リ
力
か
ら
撤
虫
■
績
の
不
經
濟
性
や
無
意
義
が
指
摘
さ
れ
る
ょ
う
に
な
っ 

た
。
こ
れ
は
い
う
ま
で
%■
'
な
く一

九
四
八
年
以
降
の
ア
メ
リ
ヵ
世
界
政
策
の
轉 

換——

反
共
政
策
の
推
進
、

マ
I
シ
ャ
ル
.
プ
ラ
ン
の
適
用
等
を
背
景
と
す
る 

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
尙
ー
九
五
〇
年
末
に
い
た
る
ま
で
、
撤
去
は
部
分
的 

に
遂
行
さ
れ
た
。
だ
が
撤
去
の
費
用
や
運
搬
費
が
篇
む
こ
と
に
加
え
て
、
撤
虫 

さ
れ
た
施
設
が
實
際
に
外
國
で
殆
ん
ど
有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ 

と
は
、
大
含
な
反
省
の
糧
と
な
り
、
こ
と
に
そ
の
後
の
國
際
還
境
の
推
轉
は
、
 

撤
去
停
血
の
方
向
へ
と
導
い
た
。

(

胜 
一)
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5.

■
'
三
、

生
產
制
限
、
財
闕
解
體
と
そ
の
緩
和

同
樣
の
事
情
は
、
.鐵
鋼
業
に
對
す
る
生
產
制
限
の
措
置
に
っ
い
て
も
見
出
さ 

れ
る
。
前
述
の
施
設
撤
去
に
止
ま
ら
ず
、
戰
•
直
後
に
は
連
合
國
侧
に
ょ
っ
て 

殘
存
施
設
に
っ
い
て
の
嚴
重
な
生
產
制
限
が
課
せ
ら
れ
た
。
卽
ち
一
九
四
六
年 

ニ
ニ
月
に
は
、
ル
ー
ル
の
製
■
設
備
能
力
の
限
度
は
七
五G

萬
ト
ン
、
實
際
生
產 

量
の
粋
は
國
產
原
料
の
使
用
を
條
件
と
し
て
五
八
〇
萬
ト
ン
と
定
め
ら
れ
た
。

し
か
し
現
實
に

は
、
こ
れ
程
の
生
產
實
績
す
ら
擧
げ
得
ず
、
粗
銅
生
産
高
は 

四
六
年
約
ニ
六
〇
萬
ト
ン
、
四
七
年
約
三
〇
六
离
ト
ン
に
止
ま
っ
た
。
こ
の
時 

期
に
前
述
の
如
き
西
歐
を
め
ぐ
る
國
際
情
勢
の
變
轉
が
生
じ
、
制
限
の
大
幅
な 

緩
和
が
急
連
に
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
當
初

ル
ー
ル
工
業
地
帶
は
ィ
ギ 

リ
ス
の
眾
獨
管
理
の
下
に
お
か
れ
た

が
、
四
八
年
の
初
頭
か
ら
は
ァ
メ
リ
70

と 

の
共
同
管
理
に
移
さ
れ
、
制
限
緩
和
は
一
層
の
進
展
を
示
し
た
。
旣
に
四
七
年 

八
月
に
は
、
米

.

.英

.
佛
三
國
の
協
議
に
ょ
っ
て
製
劏
許
可
量
は
英
米
占
領
地 

區
に
っ
い
て
一
〇
七
〇
萬
ト
ン
ま
で
引
上
げ
ら
れ
た
が
、
四
九
年
舂
に
は
、
三 

國
外
相
會
議
の
結
果
と
し
て
、
製
■
設
備
能
力j

三
七
0
萬
ト
ン
、
實
生
產
量 

一
一
ー
0
萬
ト
ン
に
改
訂
せ
ら
れ
た
。
現
實
の
粗
镯
主
產
高
は
こ
の
間
に
、
四 

八
年
五
五
六
萬
ト
ン
、
四
九
年
九
一
六
萬
ト
ン
と
I

し
た
。
そ
し
て
五
◦
年 

に
は
早
く
も
年
產
ニ
ニ 
◦
萬
ト
ン
と
最
畠
_
PM
*
を
突
破
す
る
に
い
た
っ
た 

の
で
あ
る
が
、
國
際
情
勢
の
逼
迫
化
に
鑑
み
、
原
則
的
に
は
引
續
き
一一

一
〇 

萬
ト
ン
の
枠
を
雜
持
し
な
が
ら
、
連
合
國
の
國
防
目
的
に
役
立
つ
限
り
、
こ
の 

捽
を
越
克
る
增
產
を
認
め
る
こ
と
に
し
た
。
後
に
こ
の
形
式
的
制
服
は
、
五
ニ

鐵 鋼 生 產 の 集 中 割 合 （％ )

舊 • 社 名
1938 年
四 半 期 平 均

繼 承 會 社 名
1952 年  

第三 . • 四 半 期

合 : 同 製 銅 ■ 38.7 十 三 社 （註 ） 46. 2

ク レ ッ ク ナ 一 5.4 西 北 ド ィ ッ 製 銅 8.3

マ ン ネ ス マ ン 飼 管 5.2 f マ ン ネ ス マ 、ノ CffO 
1ハ ー ン .、、ノ - T - . ウエルケ

: {7 .9  
11.2

グ ー . テ ホ フ 巧 ン グ ス

ヒ ュ ッ テ 、オ ー ハ ー ハ

ウ ゼ ン )

.6.5 オ 一 バ 一 ハ ゥ ゼ ン 製 銅 ‘ 8.5

フ y — ド リ ッ ヒ  

• 夕 ル 、、/ プ
10.5 ラ イ ン ハ ウ ゼ ン 製 鏑 8.8

へ ッ シ ュ
.

6.4 へ _ ッ シ .ユ • ウ エ ル ケ 8.4

イ ル ゼ ダ ー • ヒュッテ 3.3 イ ル ゼ ダ ー . ヒ ュ ッ テ 4.5

• ti* 76.0
_

93.8

七

年
八
月
か
ら
の
シ
ュ
ー
マ
ン
.
プ
ラ
ン
の
發
足
と
共
に
全
面
的
に
撤
廢
さ
れ 

た
。 

•

.
 

.

か
く
て
西
獨
の
鐵
钢
業
は
、一

應
再
建
の
軌
道
に
乘
つ
た
と
評
價
さ
れ
る
が
、
 

な
お
戰
前
實
績
の
年
產
千
五
•
六
百
蔺
ト
ン
に
比
較
す
れ
ば
、
充
分
囘
復
し
え 

.

た
と
は
一K

い
え
な
い
。
 

•

そ
し
て
そ
の
®

に
は
、
前
述
の
諸
悪
條
件
の
影
響
以
外
に
、
連
合
國
側
に 

ょ
つ
て
遂
行
さ
れ
た
財
閲
解
體
の
阻
害
的
作
用
に
っ
い
て
、
觸
れ
て
お
か
ね
ば 

な
ら
な
い
。
日
本
の
巧
へ
合
と
同
様
、
西
獨
の
大
產
業
に
つ
い
て
は
、
經
濟
民
主 

化
の
線
に
沿
っ
て
組
織
の
解
體
が
進
め
ら
れ
た
。
鐵
銅
業
に
お
い
て
は
亘
大
コ 

.
ン
ッk

ル
ン
と
し
て
、
戰
前
に
は
年
產
七
〇
〇
萬
ト
ン
の
製
_
量
を
域
て
ド
イ 

ッ
鐵
鋼
界
を
リ
I

ド
し
て
い
た
合
同
製
鍋
ト
ラ
ス
ト(V

e
r
e
i
n
i
g
t
e

W
け
&
で 

w
e
r
k
e

>

Q

.

b
a:
g
gfo
s
o
H
f

)

を
は
じ
め
、
ク
ル
ッ
プ
財
團
、

マ
ン
ネ
ス
マ 

ン
鋼
管
會
社
等
九
大
企
業
が
そ
の
對
象
と
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
鬼 

.
ず
四
十
以
上
の
^

2

社
の
設
立
が
豫
定
さ
れ
、
そ
の
中
十
七
の
も
の
が
合
同
製 

銅
一
社
か
ら
分
立
す
る
も
の
と
さ

た

。
，
'

鐵
銅
業
再
編
成
.の
實
際
の
手
續
き
は
、
ド
イ
ッ
人
の
管
理
受
託
者
園(

ば

g
丨
 

h
a
n
d
v
e
r
w
a
l
t
l
m
g
)
、

後
の
受
託
者
；̂

! (T
r
e
u
h

PJn
d
e
v
e
r
e
i
n
i
g
u
n
g
)

 

を
猶
じ
て
衧
わ
れ
た
が
、
こ
の
部
面
に
お
い
て
も
、
旣
述
の
國
際
的
理
由
を
基 

.と
し
て
、
可
成
り
の
緩
和
が
具
現
さ
れ
た
と
と
を
見
逃
し
得
な
い
。
大
體
は
前 

記
受
託
者
協
會
が
五
〇
年
秋
に
連
合
國
管
理
部
に
提
出
し
た
讓
に
基
づ
い 

て
、
五
一
年
八
月
か
ら
五
一
一
年
五
月
ま
で
の
間
に
ニ
十
四
の
新
會
社
が
設
立
さ 

れ
た
。
細
分
化
は
合
同
製
鋼
に
っ
い
て
最
も
嚴
し
く
、
五
三
年
五
月
'に
新
設
さ 

れ
た
ア
ゥ
グ
ス
ト
.
テ
ィ
ッ

セ

ン
社
を
含
め
て
、
製
鐵

.
製
■
部
門
十
三
社
、
 

炭
鑛
部
門
一1

社
、
機
械
製
造
部
門
一
社
、
商
事
部
門
一
.社
に
分
散
さ
れ
た
。

西
獨
鐵
銅
業
の
復
興
過
程
.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

さ̂
.
J

鲁
身̂
*
.令.

含
連
ミ
卢
|

-,会
专

か
く
て
連
合 

國
侧
が
解
體
の 

目
標
と
し
た
宜 

犬
な
集
中
の
排 

除
は 

一

ま
 

せ
ら
れ
た
か
に 

見
え
る
。
し
か 

し

事

實

は

^

す 

し
も
そ
ぅ
で
な 

く
、
例
え
ば
上 

表
の
如
く
戰
前 

に
合
同
製
铜
ト 

ラ
ス
ト
が
占
め 

か
.
た
集
中
度
は
、

T

全
國
製
銅
1 :
の 

^

約
三
九
％
で
あ 

山
つ
た
も
の
が
、
 

f

il
m
の
舊
合
同 

球

.製
■
系
十
三
會 

十
社
の
占
め
る
比 

|

率
は
四
六
％
を 

)

越
え
、
ま
た
戰 

■

前
合
同
製
鋼
を
，
 

含
む
七
大
會
社

(

九

ニ

)



.三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
八
卷
第
十
二
號

の
集
^

{が
七
六
％
で
あ
っ
た
の
に
對
し
て
、
戰
後
は
前
記
十
三
社
と
他
の
七 

大
會
社
で
約
九
四
％
を
占
め
る
に
い
た
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
&

°e 

と
く
に
ル
I

ル

エ

帶
で
速
合
_
砠
が
^
_

し
た
石
炭
と鐵
銅
兩
部
門
.の 

分
離
も
、
地
域
的
並
び
に
技
術
：

§

理
由
か
ら
、
製
鐵
上
必
要
な
コ
ー
ク
ス
炭
の 

七
五
％
ま
で
を
最
高
限
度
と
し
て
、
_
營
を
認
め
た
の
で
、
.實
際
の
効
果
は
大 

い
に
削
減
さ
れ
た
。
か
く
て
舊
合
同
製
鋼
系
十
三
社
の
中
、
八
社
ま
で
が
炭
鑛 

•

の
所
有
を
認
め
ら
れ
た
。

そ

れ

は-
の
地
力
㈱̂

の
合

成

的

複

合

企
 

業
體
の
玲
綴
を
許
す
も
の
で
あ
り
、
現
在
に
お
い
て
も
西
ョ
！
ロ
ッ
パ
に
お
い
.
 

て
ル
ー
ルH

業
地
帶
の
占
め
る
意
_
を
裏
書
き
す
る
に
足
る
。.

(

胜
ー)

T
a
s
c
h
e
&
u
c
h
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:
r die wirtschaft. 

S. 

A

 5/3.

(

註
ニ)

小
島
精
一
監
修「

ド
ィ
ッ
鐵
銅
業」

(

鋼
材
俱
樂
部
編
藩)

昭
和 

ニ
八
年
ー
三
四
頁
。
..

(

註
三)

.

「

獨
占
强
化
し
た
西
獨

.
鐵
銅
業」

(

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

)

昭
和
三 

〇
年
一
〇
月
一
日
號
五
五
頁
。

圓、

.復
興

過

程

の

諸

困

難

.

•

前
項
ま
で
述
べ
た
^
は
、
西
獨
鐵
の
復
興
を
阻
害
し
た
外
部
か
ら
の
、
 

主
と
し
て
い
わ
ば
非
經
濟
的
因
由
に
基
づ
く
諸
條
件
に
っ
い
て
の
槪
貌
で
あ
る 

:

が
、
こ
れ
と
關
連
し
て
以
下
そ
の
復
興
過
程
に
お
け
る
摩
擦
や
困
難
等
の
經
濟 

w
要
因
の
若
干
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
意
味
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
資
本
®

、
原
嵙
@

、
市
場
®

等
で 

ぁ
.る

。

,

先
ず
獨
り
鐵
鋼
業
に
限
ら
ず
、
西
獨
經
濟
の
復
興
に
っ
い
て
、
大
き
な
惱
み
.
 

と
な
づ
た
の
は
、
資
本
不
足
、
資
$

場
缺
如
の
醒
で
あ
っ
た
。
と
く
に
直

八

(

九 
一
5

接
の
施
設
撤
去
の
對
象
と
，せ
ら
れ
、
ま
た
永
く
連
合
國
の
管
理
下
に
お
か
れ
て 

企
業
の
再
編
成
に
も
遅
れ
た
鐵
銅
業
に
と
っ
て
は
、
再
建
の
た
め
の
資
本
の
調 

達
は
頗
る
困
難
で
あ
っ
た
。

.通
貨
改
革
以
後
の
自
由
經
濟
體
制
の
下
に
、
畠
^
罾

を

擧

げ

え

た

罾

_

ぼ

門 

に
お
.い
て
は
、
自
己
金
融
が
可
能
と
な
っ
た
が
、
國
際
管
理
の
下
に
製
品
を
低 

價
格
に
抑
え
ら
れ
た
鐵
銅
業
に
お
い
て
は
、
資
本
蓄
積
の
餘
裕
は
な
か
っ
た
。
 

こ
の
資
本
の
不
足
に
對
し
て
、

マ
I
シ
ャ
ル
•
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
見
返
資
金
の 

援
用
は
、
こ
れ
を
幾
分
潤
し
.た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
隘
路
を
打
開 

す
る
た
め
に
、
加
工
產
i

門
か
ら
基
礎
資
材
部
門
に
對
す
る
共
同
融
資
を
目 

的
と
す
る
投
資
援
助
資
金(lpvestitionsMifemittei

)

の
設
定
が
企
て 

ら
れ
、

一
〇
億
マ
ー
ク
の
據
出
が
定
め
ら
^f

た
。
こ
れ
は
一
九
五
ニ
年
初
頭
に 

法
制
化
さ
れ
て
、
，强
制
力
を
も
っ
に
い
た
っ
た
が
、

一
九
五
三
年
初
め
ま
で
に 

五
億
マ
ル
ク
の
資
金
が
集
ま
る
に
止
ま
っ
た
。
そ
の
後
は
他
產
業
部
門
に
お
け 

る
i

の
減
少
と
逆
に
、
基
•礎
資
材
部
門
の
價
格
上
昇
に
伴
ぅ
收
益
性
の
堦
大 

に
•よ
っ
て
、
こ
の
措
置
は
打
切
り
と
な
っ
た
。
し
か
し
.一
般
に
尙
資
本
市
場
は 

決
し
て
潤
澤
で
は
な
い
の
で
、

一
九
五
ニ
年
の
十
二
丹
に「

資
本
市
場
育
^
^」 

が
公
葙
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
確
定
^
:
證
券
の
利
子
に
っ
き
税
法
上
の
輕
滅 

が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
だ
が
こ
れ
に
よ
つ
て
、
鐵
鋼
業
に
と
つ
て
の
.
 

資
本
不
足
が
解
決
さ
れ
る
わ
け
で
な
く
、
.そ
の
苒
建
の
^
!
の
た
め
に
は
、
當 

然
外
資
の
導
入
が
1

と
な
つ
た
。
西
獨
と
し
て
は
勿
論
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
資 

本
の
導
入
を
歡
迎
し
た
わ
け
で
あ
る
•が
、
こ
れ
に
對
し
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
、
ベ 

ル
ギ
I
等
の
西
歐
諸
國
に
反
對
の
意
向
が
强
く
、
中
々
實
現
の
運
び
に
い
た
ら 

な
か
っ
た
。
こ
の
意
味
で
、
後
の
シ
ュ

I
マ
ン

.プ
ラ
ン
.に
基
づ
く
1

石
炭
. 

鐵
銅
共
同
體
の
結
成
は
、
こ
の
よ
う
な
西
歐
の
經
濟
的
^
ム
ロ
組
織
と
い
う
^
に

お
い
て
、
フC
の
た
め
の
途
を
拓
い
た
と
い
え
る
。
 

- 

第
二
の
®

は
原
料
調
達
を
め
ぐ
っ
て
生
じ
た
。
先
ず
石
炭
は
、.
鐵
鋼
業
に 

比
べ
て
炭
鑛
業
の
囘
復
は
早
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
戰
後
の
フ
ラ
ン
ス
や
べ
ル 

ギ
ー
に
對
す
る
强
制
輸
出
の
た
め
に
、
ま
た
鐵
銅
業
の
再
建
.に
伴
う
コ
ー
ク
ス 

炭
の
不
足
に
よ
っ
て
、
ァ
メ
リ
ガ
炭
の
_
入
を
增
大
し
た
。
そ
の
後
の
炭
鑛
業 

の
復
興
の
進
展
に
よ
っ
て
、
事
情
は
稍
e
好
轉
を
示
し
た
に
も
拘
ら
ず「

歐
洲 

石
炭

•
鐵
鋼
典
同
體」

の
發
足
に
基
づ
く
、
石
炭
の
供
出
義
務
に
よ
っ
て
、
現 

在
で
もN

メ
リ
力
炭
の
輸
入
が
續
い
て
い
る
。
そ
し
て
將
來
に
っ
い
て
も
、
西

.獨
鐵
鍋
業
の
生
產
能
力
が
擴
大
さ
れ
れ
ば
、
國
內
炭
の
み
で
賄
う
こ
と
は
不
可 

能
と
見
ら
れ
て
い
る
。

. 

.

.
原
料
と
し
て
の
鐵
鑛
石
の
供
給
に
っ
い
て
は
、
戰
前
、
ド
ィ
ツ
の
鐵
鋼
_
は 

數
量
に
お
い
て
七
割
を
外
國
M

石
に
双
#,
し
て
い
た
。
そ
こ
で
戰
後
W
ら
く
原 

料
を
國
內
鑛
石
に
限
ら
れ
た
際
は
、
非
常
な
困
難
を
感
じ
た
が
、
反
面
國
內
の 

增
產
、
貧
鑛
處
理
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
っ
い
て
は
ナ
チ
ス
治
下
、
.國
內
© 

料
自
給
政
策
の
建
前
か
ら
開
設
さ
れ
た
西
獨
中
東
部
ザ
ル
ツ
ギ
タ
ー
の
舊
ヘ
ル 

マ
ン
•
ゲー

リ
ン
ダ
會
社
の
ザ
ル
ツ
ギ
タ

I
製
鐵
所
の
再
開
が
代
表
的
な
例
を 

提
供
し
、
廣
汎
な
地
域
に
亙
っ
て
の
採
掘
と
貧
鑛
處
理
の
改
善
を
進
め
て
は
い 

る
が
、
充
分
の
効
聚
を
擧
げ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
戰
後
も
一
九
四
八
年
以 

來
、
外
國
鑣
石
の
轍
入
が
薩
的
に
企
て
ら
れ
っ
っ
ぁ
^
^
ス
ゥ
H
Iデ
ン
鑛 

を
は
じ
め
と
し
て
、
そ
の
外
國
依
存
度
を
增
し
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
ス
ゥ
エ
一 

デ
ン
鑛
山
も 
i
 は
米 •

英

.
波
蘭
等
の
諸
國
に
大
量
供
給
し
て
い
る
の
で
、
，
 

西
獨
の
大
量
輸
入
に
は
依
然
難
色
が
っ
き
纏
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て「

歐
洲 

石
炭

*鐵
銅
共
同
體」

内
で
ど
の
程
度
を
賄
い
う
る
か
は
、
西
獨
鐵
鋼
業
に
と 

つ
て
一
つ
の
課
題
で
あ
る
。 

•、

西
獨
鐵
鉋
業
め
復
興
過
程

な
お
ス
ク
ラ
ッ
プ
，のに
關
し
て
は
、

1

暫
ら
く
は
戰
災
施
設
ス
ク
ラ
. 

ッ
プ
の
利
用
に
よ
り
、
講
潤
澤
で
あ
り
、

一
九
四
八
年
の
通
貨
改
革
後
は
出 

廻
り
著
增
し
て
、
利
用
度
も
戰
前
に
比
し
て
著
し
く
增
大
し
た
。
し
か
し
英

. 

米
へ
の
i

輸
出
、
と
く
に
朝
鮮
動
亂
以
後
の
內
外
需
要
の
激
增
に
よ
り
、
早 

く
も
枯
渴
に
'轉
じ
、
そ
の
對
策
を
必
要
と
す
る
に
い
た
っ
た
。

市
場
問
題
に
っ
い
て
は
、
^
に
第
一
項
に
お
い
て
地
域
的
分
割
に
基
づ
く
東 

獨

•
東
歐
市
場
の
喪
失
が
手
痛
い
打
擊
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
尤
も
戰 

.後
暫
ら
く
は
生
產
の
囘
復
が
充
分
で
な
く
、
且
っ
旺
盛
な
國
內
需
要
の
た
め
に 

輸
出
餘
力
を
有
し
な
が
っ
た
譯
で
あ
る
が
、

一
九
五
◦
年
よ
り
顯
著
な
囘
復
傾 

向
を
示
し
た
。
か
く
て
生
產
に
對
す
る
輸
出
の
比
率
も
戰
前
の
一
一
四
%
を
凌
ぐ 

實
績
を
擧
げ
た
。
地
域
的
に
は
東
歐
の
脱
落
で
、
歐
洲
向
輸
出
は
戰
前
の
六
四 

%
か
ら
五
一
年
の
四
八
％

へ
低
下
し
た
が
、
反
面
ア
メ
リ
カ
向
輸
出
が
增
大
し 

戰
前
の
一
八
％
か
ら
三
八
％
に
增
大
ハ
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
石
炭
轍 

入
の
代
償
と
し
て
の
鋼
材
の
f

が
あ
る
の
で
、

JE
規
の
贸
县
關
係
と
は
い
い 

難
い
。
そ
の
他
は
南
米
向
、
中
近
東
向
.さ
ら
に
は
ア
ジ
ア
向
と
市
場
の
擴
大
が 

努
力
さ
れ
て
い
る
。
ま

た「

歐
洲
石
炭

•
鐵
銅
共
同
it」

の
結
成
は
、
こ
の
市 

場
問
題
の
解
決
に
も
寄
與
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
と
に
西
歐
苒
眾
備
機
運 

の
搽
頭
が
、
西
獨
の
鐵
鍋
業
に
と
つ
て
も
刺
戟
と
な
つ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る 

が
、
現
在
西
獨
も
亦
新
i

速
合
の
下
に
急
遠
な
再
’軍
備
を
必
要
と
す
る
事
情 

か
ら
、
若
干
の
鐵
銅
製
品
に
'っ
い
て
は
寧
ろ
不
足
と
す
る
點
も
あ
り
、
.市
場
問 

題
解
決
の
方
向
は
混
沌
と
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

そ
の
^
!
鋼
業
そ
の
も
の
め
内
部
的
な
諸
^
®
と

し

て

は

、

な

お

.關

說

す

べ 

■き
多
く
の
點
が
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
價
格
0

、

生

產

性

®

、

勞

資

共

同 

:

經
營
0

等
々
で
あ
る
が
、
玆
で
は
よ
り
大
局
的
な
見
地
か
ら
、
そ
の
後
の
西

九

.

.

(

九
ー
三)



.
三
田
學
會
雜
誌
.第
四
十
八
卷
第
十
二
號

獨
鐵
綱
業
の
發
展
方
向
を
大
き
く
規
制
す
る
に
い
た
つ
た
と
見
ら
れ
る
シ
ネ
ー

マ
ン
，
プ
ラ
ン
の
罾

M
I

「

趴
⑽
石
炭

•

鐵
._
共
同
體」

の
結
成

.と
そ
の
影 

響

に

.考

察

の

重

點

を

移

す

こ
と
と
し
た
い
。
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前

揭
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#

ー
〇
i
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.

五
、

「

歐
洲
石
炭

.

.鐵
鐧
共
同
體」

の
結
成

旣
に
明
ら
か
な
如
く
、
11

罾
の
目
_
經
濟
の
低
迷
狀
態
か
ら
再
建
へ
の
砠
罾 

勸
を
興
え
た
も
の
は
、
國
內
的
に
は
一
九
四
八
年
の
通
貨
改
革
で
あ
り
、
ま
た
. 

そ
れ
以
後
の
經
濟
政
策
の
効
果
を
見
逃
し
え
な
い
が
、
復
興
の
進
展
過
程
に
.
一
 

曆
有
力
な
影
響
を
及
ぽ
し
た
の
は
、
國
際
情
勢
の
變
轉
に
基
づ
く
占
領
行
政
の 

變
化
、
就
中
ア
メ
リ
力
の
反
共
世
界
政
策
の
推
進
を
背
景
と
す
る
積
極
的
な
西 

.獨
復
興
援
助
政
策
で
あ
っ
た
。

マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
は
、
先
ず
當
時
最
も
不
足
し
て
い
た
食
糧
輸
入
に
當
て
ら 

れ
た
こ
と
は
^
胄
だ
が

、

同
時
に
工
業
原
料
や
特
殊
機
械
の
輸
入
に
も
充
當
さ 

れ
て
、
西
獨
經
濟
復
興
の
た
め
の
活
路
を
與
え
た
に
外
な
ら
な
い
。
西
獨
が
そ
.
 

の
受
容
れ
に
際
し
て
、
マ

ー

シ
ャ
ル

•
プ
ラ
ン
省

(

現
在
の
.經
濟
協
力
省

)
を 

設
立
し
、
同
援
助
に
關
す
る
一
切
の
取
扱
い
を
統
一
的•

組
織
的
に
蓮
營
し
た 

こ
と
は
、
菌
だ
有
効
で
あ
つ
た
。
し
か
し
ア
メ
y-
力
の
積
極
的
態
度
は
、
往
 々

に
し
て
、
他
の
西
歐
諸
國
と
り
わ
け
フ
ラ
ン
ス
の
警
戒
心
を
助
長
し
、
こ
の
よ 

ぅ
な
琪
情
か
ら
生
れ
た
の
が
シ
ユ
ー
マ
ン
.
プ
ラ
ン
で
あ
つ
た
と
い
え
る
。
 

こ
れ
に
基
づ
く「

歐
洲
石
炭

•鐵
■
共
同
體

.1
_
の
^
を

枕「

加
盟
諸
國
の
全

1

〇

(

九
一
四)

經
濟
と
の
調
和
に
お
い
て
、
共
同
市
場
の
創
設
を
通
じ
、
經
濟
の
攔
サ
、
雇
用 

の
增
大
並
ぴ
に
生
活
氷
準
の
向
上
に
寄
與
す
る
に
あ
る」

と
譚
わ
れ
た
。
こ
れ 

、
へ
の
西
獨
の
參
加
に
關
し
て
は
•、
西
獨
國
內
に
お
い
て
賛
否
兩
論
港
の
獨
に
激 

論
が
戰
わ
さ
れ
、

「

共
同
體」

を
以
てr

西
獨
の
犠
牲
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
の 

復
興
を
扶
け
る
も
の」

と
の
批
判
が
嚴
し
く
、
.現
在
で
も
國
內
識
渚
の
五
丨
六 

割
は
、
反
對
論
諸
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

.

.
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
周
知
の
如
く
、

「

共
同
市
場」

の
設
定
は
、

一
九
五
三
年 

二
月
先
ず
石
炭
と
鐵
鑛
石
に
っ
い
て
發
足
し
、
次
い
で
三
月
ス
ク
ラ
ッ
プ
、
五 

月
鐵
銅
と
擴
大
さ
れ
た(

昨
年
八
月
よ
り
特
殊
銪
を
加
ぅ)

。「

共
同
it」

自
體 

の
發
展
ゃ
意
義
に
っ
い
て
の
檢
討
は
他
日
に
讓
る
が
、
そ
れ
が
戰
後
の
世
界
經 

濟
の
一
動
向
で
あ
る
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
的
發
展
の
基
盤
に
立
っ
ョ
ー
口
ッ
パ 

で
の
經
濟
的
統
合
に
と
っ
て
の
新
し
い
方
途
で
あ
り
、
試
み
で
あ
る
こ
と
が
注 

目
に
値
す
る
。
こ
と
に
そ
れ
が
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
に
本
部
を
も
つ
、

一
の
超
國 

家
的
な
機
構
で
あ
る
ご
と
を
特
色
と
す
る
が
、
K -
面
純
經
濟
的
と
い
え
な
い
政 

治
的
色
彩
の
加
味
を
否
定
し
え
な
い
で
し
た
が
っ
て
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
の
批
准 

.拒
否
に
よ
り
嘗
て
の
歐
洲
防
衛
共
同
體(

E

D

G)

が
流
產
に
終
っ
た
時
に
は 

r

歐
洲
石
炭
•

鐵
鋼
共
同
體」

の
前
途
が
危
ま
れ
た
。

.し
か
し
や
が
て
現
在
の
新
西
歐
連
合(

W

E

U)

の
成
立
を
背
景
と
し
て
、
 

再
び
生
氣
を
取
戾
し
、
昨
年
十
二
月
に
は
、
發
足
姊
来
の
懸
案
で
あ
っ
た
ィ
ギ 

リ
ス
と
の
連
携
體
制
も
成
り
、
ま
た
本
年
七
月
ブ
ラ
ッ
セ
ル
の
專
門
家
會
議
で 

は
、
石
炭
.
鐵
鋼
以
外
に
原
子
力♦

動
力
.
運
輸
と
公
共
事
業
の
分
野
に
お
け 

る
統
合
、
投
資
と
人
的
資
源
に
關
す
る
共
同
市
場
創
設
に
っ
い
て
も
檢
討
す
る 

こ
と
を
定
め
た
。
か
く
て
そ
れ
は
現
在
、
强
カ
な
政
治
的
背
景
を
得
て
擴
犬
の 

機
運
に
あ
る
が
、
こ
の
ょ
ぅ
に
政
治
的
動
拘
に
左
右
さ
れ
が
ち
な
點
に
ー
つ
め

弱
點
を
藏
す
る
と
い
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
が
加
盟
諸
國
の
產 

業
に
、
安
定
し
た
市
場
を
提
供
す
る
と
い
う
効
果
は
嗌
逃
さ
る
べ
き
で
な
く
、

西
獨
鐵
鍋
業
に
對
す
る
功
罪
も
こ
の
ょ
う
な
見
地
か
ら
評
價
さ
る
べ
き
で
あ
ろ

(

註 
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s..15,

六
、

「

共
同
體」

の

進

展

と

西

獨

鐵

鐧

業

’

’T

歐
洲
石
炭
•
鐵
鋼
共
同
體」

の
下
に
、
現
實
に
西
獨
の
.鐵
鋼
業
は
如
何
な
，
 

る
發
展
を
績
け
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
朝
鮮
動
亂
に
基
づ
く
輸
入
原
料
の
國
際 

償
格
の
騰
貴
が
、
そ
の
限
り
で
は
コ
ス
ト
高
の
原
因
と
な
っ
た
が
、
逆
に
西
歐 

諸
國
か
ら
の
m

需
の
增
大
は
、
.「

共
同
體」

内
に
お
げ
る
西
獨
の
鐵
鋼
生
產
能 

カ
の
擴
張
に
資
し
た
。
動
亂
の
終
結
後
も
、
西
歐
諸
國
か
ら
の
復
興
需
要
、
さ 

ら
に
は
旣
に
指
摘
し
た
如
き
西
獨
自
體
の
再
眾
備
需
要
に
支
え
ら
れ
て
西
獨
鐵 

鍋
業
は
依
然
好
況
に
あ
る
と
見
て
良
い
。

.

例
え
ば
一
九
五
ニ
ー
五
四
年
に
お
け
る
西
獨
を
含
む「

共
同
體」

內
の
粗
錫 

生
產
量
の
推
移
は
次
頁
上
段
表
の
如
く
で
あ
っ
た
。

し
か
し「

共
同
體」

.の
目
標
と
す
る
共
㈣
ホ
場
の
設
定
と
い
う
點
か
ら
見
て 

重
要
な
の
は
、
相
互
間
の
市
場
依
存
關
係
の
進
展
で
あ
ろ
う
。
.
注
文
高
か
ら
測 

定
し
た
そ
の
相
互
依
存
率
は
、
次
の
推
移
を
示
し
た
。

「

共
同
體」

最
！^

關
の
資
料
に
ょ
れ
ば
、
.
一
 
九
五
0
丨
五
ニ
年
の
間
は
、
 

こ
のt

は
大
凡
一
〇
％
程
度
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
一
.九
五
三
年
第
四
•
四
半
期 

に
.は1

六

•
五
％
、

一
 
九
五
四
年
第
一

.
四
半
期
に
は
一
八
..
三
％
に
上
#
し

.

西
獨
鐵
銅
業
の
復
興
過
程

た
。
し
か
し
こ
れ
は
一
九
五

四
年
第
一
一
.
四
半
期
に
は
一
四
•
五
％
に
下
落
し 

た
。
そ
れ
は
こ
の
時
期
に
西
獨
及
び
ィ
タ
リ
I
に
お
け
る
國
內
需
要
が
著
し
く 

增
加
し
た
こ
と
に
依
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。
次
頁
下
段
表
に
示
す
如
く
、
本
年 

に
入
っ
て
か
ら
、

一
月
一
六
•
六
％
、
二
月
一
四
•
五
％
と
い
ぅ
成
績
が
示
さ 

れ
て
い
る
。

：ノ

こ
れ
は「

共
同
體」

内
部
の
全
般
に
っ
い
て
の
記
錄
で
あ
る
が
、
相
互
關
係 

の
具
體
的
な
•儲
相
は
、.「

共
同
體」

內
の
相
亙
贸
易
の
進
展
に
ょ
っ
て
、

一
層 

明
確
に
解
明
さ
れ
る
。

「

共
同
體」

の
調
—

從
ぇ
ば
、
相
互
1

量
は
鋼
鐵 

に
っ
い
て
の
共
同
市
場
が
開
か
れ
て
か
ら
數
ヵ
月
後
の
一
九
五
三
年
末
頃
か
ら 

增
大
し
は
じ
め
た
。

一
九
五
三
年
は
西
獄
全
體
と
し
て
は
經
濟
的
發
展
は
稍
ぐ 

停
滞
を
示
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
相
互
®

量̂
は
一
九
5

一
^

の

ニ

ー

 
〇
脔 

ト
ン
に
對
し
て
、

一
九
五
三
年
二
八
〇
萬
ト
ン
と
三
三
％
の
增
加
串
を
擧
げ 

た
。

一
九
五
四
年
に
は
、.「

共
苘
體」

內
部
の
鐵
銅
業
の
進
展
に
伴
っ
て
、
相 

互
贸
县
量
は
さ
ら
に
增
大
を
續
け
、
年
間
四
ニ
〇
萵
ト
ン
と
な
り
、
前
年
比
五 

〇
％
增
、
數
量
に
お
い
て
一
.九
五
一
一
年
の
ニ
倍
と
な
っ
た
。
相
互
に
交
易
さ
れ 

た
製
品
の
數
量
は
、
粗
鋼
量
で
換
算
し
て
、
全
粗
■
生
產
量
の
五
•五
％(

一
 

九 

五
ニ
年)

か
ら
、

一
〇

•
四
％ 

(

一
 

九
五
四
年)

に
上
昇
し
た
の
で
あ
る
。
そ 

し
て
第
三
國
へ
の
輸
出
が
さ
程
變
化
な
か
っ
た
の
に
比
べ
て
、

「

共
同
體」

內 

部
の
贸
晶
は
、
全
體
の
三
ニ
％(

一
 

九
五
ニ
年)

か
ら
六
三
％ 

(

一
 

九
五
四
年)

に
增
加
し
た
。
.換
言
す
れ
ば
、
典
同
體
諸
國
か
ら
國
境
外
に
寶
却
さ
れ
た
鋼
鐵
.
 

各
一
0
ト

ン

躍

位

の

ぅ

ち

、

一
九
五
一
一
年
に
は
そ
の
約
一

一

.
五

ト

ン

が

他

の
 

「

共
同
體」

.，諸
國
に
提
供
さ
れ
て
い
た
の
に
、
1-
九
五
四
年
に
は
一
〇
ト
ン
の 

ぅ
ち
四
ト
ン
を
占
め
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
期
間
の
增
大
に
っ
い
て
は
、

「

共
同
體」

內
の
各
國
が
、
®

如
溝
並
び

1

一

(

九1

五)

:1
：1
:|
丨I 
：1

丨!

丨f 
il

：i 
う 
:丨i

巧

：1
I

!

1

if

丨！

I
：i
.1.

|

：ji
兩 . 

1

i .
；!l
1

I

I

I

ぶ

J



「共同體J 內にける鐵鋼製品贸易（單位千トン)

供 細 . 行 先 國 1952 1953 1954
1954

第 一 * • 
四 半 期

第 二  • 
四 半 期 S 奉 期

第 四 • 
四 半 期

I

ク

ベ ル ギ 一 及
’ルクセンブルグ

佛 及 ザ 一 ル 

イ タ リ ー  

オ ラ ン ダ

88.8
9.6

62.4
141.6

129.6
,27.6
80.4

259.2

119.2 
104.1
139.3 
408.7

35.7
20.4
41.4 
96.3

28.8
17.1
38.4
81.0

29.4
28.5 
30.3

105.6

25.3
38.1
29.2 

125.8

合 訐 302.4 496.8 771.3 .1 9 3 .8 165.3 193.8 218:4

ノレベ

5 :

ド イ ッ  

佛 及 ザ 一 ル 

イ タ リ 一  

オ ラ ン ダ

532.8
14.4

135.6
571.2

458.4
69.6

180.8
580.8

665.8
308.4
109.5 
795.3

112.8
60.3
19.2

211.5

154.8 
.7 4 .7

30.6
178.8

177.0
78.6
29.1

183.3

221.4
9-18
30.6

221.7

合 計 1,254.0 1,239.6 1,879.0 403.8 438.9 468.0 | 568.5

フ

ン

ス

及

ザ

1
ル

ド イ ッ

ベ ル ギ ，一 及 _ 

ルク.センブルグ

イ タ リ ー

オ ラ ン ダ

243.6
70.8

121.2
45.6

483.6
148.8
220.8 

98.4

855.9
137.8
239.4

71.0

,136.8
13.2
68.1
15.0

199.8
11.1
61.2
20.7

243.6 
• 37.2 

41.7 
17.1

275.7
76.3
68.4 
18.2

合 計 481.2 951.6 1,304.1 233.1 292.8 339.6 438.6

ィ . 

タ 

リ 

1

ド， イ ッ

■ . ベ ル ギ 一 及  
ルクセンブルダ

佛 及 ザ 一 ル _ 

オ ラ ン ダ

0.5 
0.8 

. 0 . 1
1.0

1.2
0.0
1.2
2.4

1.93

3.66
1.40

0.06

0.0
0.03

0.24

0:33 
， 0.54

0.66

0.63
0.30

0.97

2.Y
0.53

合 計 2.4 4.8 6.99 0.09 1.11 1.59 4.20

ォ

ラ

ン

ダ

K イ ッ

ベ ル ギ v -及

ルクセンブルグ

佛 及 ザ 一 ル  

イ タ リ 一

9.6 
51.6

3.6
3.6

55.2
42.0
12.0 

8.4

154.9
56.3
26.6
17.1

14.4
7.8
5.4

11.1

36.6
15.0

8.4
5.7

51.0
17.7

6.9
0.3

52.9
15.8

5.9
0.0

合 計 68.4 117.6 254.9 38.7 65.7 75.9 74.6

m 計 2,108.4 2,810.4 4,216.3 869.5 963.8 1,078.9 1,8043

K イ ッ

ベ ル ギ 一 及  
ルクセンブルダ

佛 及 ザ 一 ル  

イ タ リ ー  

才 ラ ン ダ

.786 .5  
212.0 

27.7 
322.8 
759.4

998.4
320.4
110.4
440.4 
940.8

1,678.5
313.3 
442.8
505.3 

1,276.4

264.1
56.7
86.1

139.8
322.8

391.5 
649

100.5 
135.9 
281.0

472.3 
84.3

1146
101.4 
306.3

551.0
117.4
141.5 
128.2 
366.2

西
獨
鐵
銅
業
の
復
興
過
程 

• 

1
,

三
.

c

九

一
七)

地 域 別 粗 鋼 生 産 高 （單位千トン）

市 場 相 互 依 存 度 の 發 展 （單位千トン）

1952 * 1953 1954

K ィ ッ 15806 15429 ' 17434
下 ザ ク セ ン 1273 1394 1594
北 ラ イ ン • ウ ェ ス ト フ .ァ ー レ ン 13429 13001 14667
へ V セ  ソ ' 75 69 84
ラ イ ソ ラ ソ ド * フ ァ ル ツ 452 427 607
ノく •—•デ ン . ヴ ニ テ ム ベ ル ク 30 26 29
バ ィ ニ ル _ン _ 539 495 543
シ ュ レ ス ウ イ ヒ • ホ ル 、ン ュ タ イ ン 8 9 10

フ ラ _ ン . ス 10867 9974 10626
ザ  一 ノレ . 2823 2682 2804
ベ . ノレ ギ 一 5098 4504 4994
ル ク セ ン ブ ル グ . 3002 2658 2828
ィ タ リ 一  . 3535 3520 ' 4175
オ ラ ソ ダ ， -685 889 929

合 計 41816
-

39656 48790

1

發 註  元

相 互 依 存 度
共 同 體 內 の  

消 費 者

共 同 體 內 ，生 產 者  

國 以 外 の 消 費 者

1953 ぐ 9 月 1,633 228 14.4%
1第 四 • 四 平 期 （月 平 均 ） 1,774 293 16.5
f第 一 •四 半 期 （月 平 均 ） 1,912 350 18.3

1954 第 二 • 四 半 期 （ " ） 2, 270 329 14.5
, 第 三 . 四 半 期 （ 〃 ） 2, 602 408 15.7

L第 四 •四 半 期 （ 〃 ） 3,071 526 17 .1

1955 J 1 . 月 2,892 . 479 16.6
1L 2 月 2,700 392 14.5

三

田

學

會

雜

誌

.
'
第

四

十

八

卷

第

十

一

-
-
號

ニ

一

(

九

：一
六

)

に
買
手
と
し
て
夫
々
參
劃
し
て
い
る

'
.が
、

こ

と

に

一

九

.五

四

年

に

お

け

る 

增
加
の
顯
著
な
特
質
と
し
て
、佛•

ザ

'
丨
.ル
•
ベ
ル
ギ
！ 
•ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ 

及
び
オ
ラ
シ
ダ
'
 
か
ら
の
西
獨
の
轍
入 

增
大
が
指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
年
、西
㈣ 

の
國
內
1

量
は
略
ぐ
一
七
〇
〇
萬 

ト
ン
に
上
っ
た
が
、
約
一
七
〇
萬
ト 

ン
を
他
の「

共
同
體」

諸
國
か
ら
輸 

入
し
た
。
そ
の
供
給
國
の
內
譯
は
、
 

佛

及

び

ザ

ー

ル

五

 
一％
、
ベ
ル

ギ

I 

及
び
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
四
〇
％
、
オ 

ラ
ン
ダ
九
.％
で
あ
っ
た
。
旣
揭
の
如 

き
西
に
お
け
る
粗
鋼
生
産
高
の
增 

大
に
も
拘
ら
ず
、
再
眾
備
を
挺
子
と 

す
る
菡
內
需
耍
の
增
加
は
、
鐵
銅
製 

品
の
料.I

入
擴
大
を
不
可
避
と
し
た
と 

解
せ
ら
'れ
.る
。
他
方
輸
出
力
も
^
大 

し
、
次
揭
表
の
如
く「

共
同
體」

諸 

國
へ
の
轍
出
量
は
一
九
五
四
年
に
七 

七
萬
ト
ン
を
越
え
た
が
、
圈
內
に
お 

け
る
入
超
は
九
〇
萬
ト
ン
に
達
し
た 

わ
け
で
あ
る
。

一
九
五 
一
丁
五
四
年 

の

「

共
同
體」

內
部
に
お
け
る
各
國



'
三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
八
卷
第
十
二
號

別
の
鐵
鋼
製
品
貿
易
の
實
態
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

前
表
に
ょ
っ
て「

共
同
體」

發
足
以
降
の
共
同
市
場
の
進
展
の
經
過
を
知
る 

と
共
に
、
そ
の
間
に
お
け
る
西
獨
の
地
位
を
推
如
す
る
こ
と
が
出
来
ょ
ぅ
。
な 

お
一
九
苎
丁
五
四
年
に
お
け
る

㈣

㈱
の
第
三
國
向
鐵
鋼
製
品
㈱
出
入
の
實
績

四

(

九
一
八)

は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

九
五
ニ 

九
五
三 

九
ff
i
l四

九
五
四 『

第
一
.
.
四

中

期 

ー
笫
ニ
.
四
半
期

第 第  
四 三

四 四  
平 平  
期 期

輸

出
 

(

千
ト

ン)

1、1

三
亍
八

一、
8
一
 
•六 

ー
、
四
三
九
.
三 

i

.
一
 

四
？

八

壽

.
六

辰
七
.
八

輸

入
 

(

千
ト
ン)

ー
八
四
入

i

•九 

ニー I 
一
 一

•三

寧
九

四
八
•七 

五
九
人 

七
ー
ふ

卽
ち
一
九
五
四
年
第
三
*
四
半
期
か
ら
の
輸
出
減
退
に
比
し
て
、
轍
入
增
大 

の
傾
向
が
看
取
せ
ら
れ
る
。

か
く
し
て
、
輸
出
入
共
に「

共
同
體」

相
互
®
^
の
擴
大——

共
同
市
場
の 

進
展
が
示
さ
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
依
然
と
し
て
西
獨
の
輸
出
に
つ
い
て
は
第
三 

國
市
場
が
壓
倒
的
な
比
重
を
占
め
、
輸
入
に
づ
い
て
の
み
共
同
市
場
の
■優
勢
が
.
 

1

7K
さ
れ
る
に
止
ま
る
。
共
同
體
の
發
足——

共
同
市
場
の
設
定
に
つ
い
て
の
® 

獨

侧

の

反

對

根

據

€>
■

一
 

つ
が『

犠
牲
的
な
ル
-
ル
炭
の
提
供
に
對
し
て
西
獨
は
.
 

必
ず
し
も
鐵
鋼
製
品
に
つ
い
て「

I
同
體」

が
ら
恩
惠
を
受
け
る
こ
と
が
少 

い』

と
い
ぅ
に
あ
つ
た
こ
と
を
想
起
す
る
時
、
そ
こ
に
は
依
然
と
し
て
未
解
決 

の
1

が
殘
さ
れ
て
ぃ
る
と
ぃ
ゎ
な
く
.て
は
な
ら
な
ぃ
。
し
.が
し「

共
同
謄」

の
發
展
が
國
境
を
取
外
し
た「

國
內
的
市
場」

に
ま
で
進
み
、
そ
こ
に
安
定
し 

た
市
場
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
西
獨
鐵
鋼
業
に
と
つ
て
も
そ
の
効
果 

を
無
視
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
勿
論
そ
れ
は
な
お
逆
遠
な
途
で
あ
り
、
ま 

た
断
に
指
摘
し
た
如
き
政
治
的
背
景
の
變
轉
に
ょ
り
左
右
さ
れ
る
傾
が
强
い
。

し
か
し
純
粹
に
經
濟
的
に
見
れ
ば
、
念
連
に
復
興
し
て
き
た
炭
鑛
業
と
鐵
銅 

業
を
含
む
ル
ー
ル
エ
業
地
帶
の
保
有
を
根
據
と
し
て
、
西
獨
は
依
然
と
し
て
西 

ョ
ー
ロ
ッ
パ
經
濟
に

お
け
る
中
核
地
帶
た

る
地
位
に

あ
り
、

こ
れ
を
め
ぐ
る
ョ 

1
ロ
ッ
パ
寅
カ
圈

§
形
成——

西
歐
經
濟
の
地
域
的
銃
合
へ
の
途
を
拓
き
ぅ
る 

も
の
と
考
え
ら
れ
^-
。
そ
し
て
こ
の
觀̂

か
ら
西
^

の
鐵
⑩
業
の
も

つ

.
役

割

が
 

將
來
に
向
づ
て
大
き
く
評
債
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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:
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.

 sozialpolitiko1954.

社
會
政
策
と
勞
働
の
人
間
的
構
造

■い
わ
ゆ
るr

賃
勞
働
の
理
論」

に
ょ
せ
て

‘

中

鉢

正

美

社

龠

政

策

Sozialpolitik

と
は
、
十
九
世
紀
の
中
葉
の
ド
ィ
ッ
に
お
い
て 

ひ
ろ
く
用
い
ら
れ
始
め
た
言
葉
で
あ
る
。Social

5
1ぽ
：7
と
い
^
そ
の
譯
語 

は
、
今
日
で
こ
そ
1

.
L

. 

o
の
文
献
等
に
も
屢
々
見
受
け
ら
れ
る
が
、
二
十 

世
紀
前
半
ま
.で
の
英
米
.の
學
界
で
は
必
ず
し
も
一
.般
的
で
は
な
い
0
こ
れ
は
特 

に
ィ
ギ
リ
.ス
近
世
社
會
の
成
立
と
そ
の
思
想
的
表
現
に
對
す
る
Y
ド
ィ
ッ
の
そ 

れ
のS

i

に
よ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
。

\

中
世
封
建
社
會
の
擴
大
は
、

一
方
に
農
民
の
獨
立
自
營
化
、
他
方
に
市
場
交 

換
の
ー
絞
化
を
齎
し
、
こ
.こ
に
、
よ
り
廣
範
圍
な
經
濟
圈
の
確
.立
と
、
そ
こ
に 

お
け
る
政
治
權
力
の
よ
り
强
カ
な
統
.一
.と
が
、
可
能
且
っ
必
要
視
さ
れ
る
に
至 

っ
た
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
は
、
£
^
<
德
權
國
家
に
よ
る
重
商
主
義
的
保
護
政 

策
と
、
資
本
の
原
始
的
蓄
積
を
强
行
す
る
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
的
利
害
と
の
間
に
は
、
 

ひ
と
つ
め
共
存
關
係
が
存
在
し
え
た
の
で
あ
.る
。
し
か
し
や
が
て
資
本
が
そ

の 

自
己
運
動
の

法
則
性
を
充
分
に
發
揮
し
ぅ
る
ま
で
に
强
カ
と

な

り

、

且
つ
そ
の 

運
動
の
範
圃
が
、
更
に
廣
い
批
界
經
濟
的
擴
が
り
を
要
'求
す
る
に
至
っ
て
、
か 

か
る
共
存
關
係
は
ひ
と
つ
の
鬪
爭
に
よ
つ
て
淸
算
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
こ

と

と

な
る
。
イ
ボ
リ
ス
近
世
社
會
の
成
立
と
、
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
表
現
と
し
て 

の
啓
蒙
思
想
の
展
開
と
は
、
か
か
る
背
景
の
も
と
に
行
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
が 

で
き
る
。

イ
ギ
リ
ス
古
典
派
經
濟
學
と
、
そ
の
茴
由
放
任
の
經
濟
政
策
も
ま 

た
、
そ
の
一
翼
を
荷
う
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
ょ
う
な
イ
ギ
リ
ス
市
民
社
會
の
發
展
に
對
し
て
、
い
わ
ゆ
る
後
進
國
の 

立
場
に
あ
る
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
そ
の
國
家
統
一
の
段
階
に
お
い
て
旣
に
イ 

ギ
リ
ス
資
本
主
義
と
の
競
爭
の
も
と
に
、

一
擧
に
そ
の
國
民
經
濟
の
近
代
化
を 

强
行
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
お
い
て
は
、
市
民
的
自
®
を
獲 

得
す
る
た
め
の
鬪
爭
ょ
り
は
、
む
し
ろ
國
民
經
濟
の
自
立
と
發
展
と
を
め
ぐ
っ 

て
、
絕
對
主
義
權
力
と
.ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
利
害
と
の
間
に
妥
協
を
計
ら
ね
ば
な
ら 

ぬ
必
要
の
方
が
痛
感
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
必
要
は
、

一
方
國
民
經
濟
の 

外
か
ら
、先
進
資
本
主
義
國
の
經
濟
的
壓
カ
と
し
て
感
ぜ
ら
れ
る
と
と
も
に
、他 

方
、
か
か
る
市
民
的
自
由
の
貫
徹
を
通
し
て
資
ネ
豸
的
趴
豸
の
社
會
化
を
要
求 

す
る
プ
口
レ
タ
リ
ア
勢
力
に
對
す
る
共
通
の
恐
怖
と
し
て
、
國
民
經
濟
の
內
部 

か
ら
も
痛
感
さ
れ
る
。
後
溝
は
イ
ギ
.リ
ス
に
お
い
て
は
、

一
度
は
絕
對
主
義
權 

力
か
ら
議
會
民
生
主
義
を
獲
得
す
る
鬪
爭
に
お
い
て
同
盟
し
、
こ
の
闘
爭
に
成 

功
し
た
後
、初
め
て
そ
の
對
立
が
表
面
化
し
た
も
の
で
あ
り
、そ
の
對
立
の
基
礎

社
會
政
策
と
勞
働
の
人
間
的
構
造

五

(

九1

九)


